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　環状に配置した多環芳香族化合物は、ゲスト分子の添加など外部刺激によってその物性を大きく変化させることができ、センシング材料としても魅力的な光学
材料である。環状共役系に片方巻きの「ひねり」を加えることができれば分子全体でキラリティーを発現する。本新学術領域研究では、キラル環状ピレン多量体
によるキラルフラーレンの分子認識（センシング）、およびキラルフラーレンによるラセミ環状ピレン多量体のキラル化と得られた不斉環境による新たなキラル
認識による不斉転写システムの構築を目指した。環状ピレン５量体がキラル構造であることは光学分割とその鏡像のCDスペクトルによって確認した。室温で溶液
状態で徐々にラセミ化したことから、ねじれの向きは可逆的な平衡状態であることが明らかとなった。研究目標として、以下の項目を挙げた。（１）キラルな環
状ピレン5量体によるキラルフラーレンの認識能を探索し、円偏光発光等によるセンシングを目指す。（２）キラル環状ピレン多量体とフラーレンとの共結晶化に
よって光学分割に挑戦する。（３）錯体に対して偏光励起光入射することにより光誘起電子移動など電子機能性を引き出す。 
これらによって光／電子機能の開拓を推進する。本研究の成果として、環状ピレン５量体のフラーレン認識能を確認し、また新しいキラルフラーレンの合成法を
開拓した。この研究の過程でフラーレン初の円偏光発光の観測に成功し、新しいキラルナノカーボンの化学を開拓することに繋がった。
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